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無効となる｡ 
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〔設問〕

上場会社であるP株式会社(監査役会設置会社 ･代表取締役Y)は､新興国にある現地法

人の売り上げが大きく伸びたため､今期の決算は従来予想が赤字であったところ､大幅な

黒字となり､それまで 600円前後で推移していたP社の株価は 1000円台で推移することと

なった｡ところが､半年ほど経過して､当該現地法人の売り上げは､現地の責任者 Bが架

空の売り上げを計上したことによるものであることが､内部告発等により明らかになった｡

この事実が公表されると､P社の株価は 500円まで下落した｡Ⅹは粉飾決算がなされる前

に､市場において P社株式を 600円で 1000株取得し､粉飾がなされた後に､1000円で 1000

株を追加取得したが､粉飾が明らかになった後に､500円ですべての株式を処分 した｡Ⅹは 

Yに対して会社法を根拠に損害賠償責任を追及できるか､答えよ｡


